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一
面
　
第
四
十
五
回
全
国
木
材
産
業
振

　
　
　
興
大
会
を
札
幌
市
で
開
催
　
大

　
　
　
会
宣
言
を
決
議
し
早
期
実
現
を

　
　
　
図
る
　
大
会
会
長
挨
拶

二
面
　
協
和
木
材
が
天
皇
杯
受
賞

三
面
　
振
興
大
会
栄
え
の
受
賞
者
　
国

　
　
　
際
森
林
年
に
つ
い
て

四
面
　
景
況
調
査
　

第
　　
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
開
催

４５
　
全
木
連
と
全
木
協
連
が
主
催
す
る
第
四
十
五
回
全
国
木
材

産
業
振
興
大
会
は
、「
新
た
な
木
材
利
用
へ
の
挑
戦
で
木
材
産

業
の
創
造
的
再
興
〜
「
木
づ
か
い
」
で
　
の
削
減
・
豊
か
な

生
活
〜
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
十
月
十
四
日
に
札
幌

市
の
「
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
担

当
は
北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会
。
第
一
部
の
大
会

議
事
で
は
、
別
掲
の
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
決
議
し
た
。

第
二
部
の
表
彰
式
で
は
、
退
任
団
体
長
表
彰
、
木
材
産
業
功

労
者
表
彰
、
協
同
組
合
事
業
功
績
者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
記
念
講
演
会
と
し
て
、
　（　）財
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
の

寺
島
実
郎
氏
に
よ
る
「
世
界
の
構
造
転
換
と
日
本
〜
環
境
経

済
と
木
材
産
業
の
未
来
〜
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
懇

親
会
に
移
り
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

　
　
大
会
会
長

社
団
法
人

会
　
　
長
　
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
並
　
　木
　
　
瑛
　
　夫

ご
　挨
　拶

宣
　言
　決
　議

一
、
住
生
活
空
間
へ
の
木
材
利
用
の
大

　
　
幅
拡
大
、
国
産
材
利
用
拡
大
、
木

　
　
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
・
普
及
に

　
　
全
力
を
挙
げ
て
取
組
も
う

一
、木
材
産
業
の
事
業
活
性
化
の
た
め
、

　
　
総
合
的
な
経
済
対
策
、
中
小
企
業

　
　
対
策
な
ど
の
充
実
・
実
現
に
取
組

　
　
も
う

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
で
平
成
十

年
以
来
十
二
年
振
り
に
、
全
国
の
木
材

産
業
関
係
者
が
会
し
て
、
木
材
の
利
用

促
進
、
業
界
の
振
興
方
策
・
展
望
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
合
い
、
そ
れ
ら
を
広

く
訴
え
て
い
こ
う
と
す
る
本
大
会
が
開

催
で
き
ま
す
こ
と
は
大
変
に
意
義
深
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
円
高

・
デ
フ
レ
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
一

段
と
厳
し
さ
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
は
住
宅
投
資
が
冷
え
込
み
七
十
九

万
戸
の
新
設
着
工
実
績
に
と
ど
ま
り
、

木
材
需
要
量
に
つ
い
て
は
六
千
三
百
万
k

と
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
我
々
は
住

CO2

〜
「
木
づ
か
い
」
で
　
の
削
減
・
豊
か
な
生
活
〜

CO2

一
、
公
共
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
促

　
　
進
の
法
制
度
に
基
づ
く
、
木
材
利

　
　
用
促
進
の
徹
底
に
取
組
も
う

一
、
安
全
・
安
心
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
、
合

　
　
法
木
材
・
木
製
品
の
普
及
定
着
、

　
　
供
給
体
制
の
整
備
に
取
組
も
う

一
、
炭
素
を
固
定
し
再
生
可
能
な
「
木

　
　
材
」
の
利
用
推
進
が
図
ら
れ
る
税

　
　
制
度
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
拡

　
　
充
、
地
球
温
暖
化
対
策
税
制
度
な

　
　
ど
の
導
入
に
取
組
も
う

　
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
の
開
催
に

当
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
、
第
四
十
五
回
全
国
木
材
産
業

振
興
大
会
を
こ
こ
札
幌
市
に
お
い
て
地

元
の
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
か
く
も
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ

と
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り
光
栄
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ご
多
用
の
な
か
、
農

林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
林
野

庁
長
官
、
北
海
道
知
事
、
北
海
道
議
会

議
長
、
札
幌
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全
国
各
地

か
ら
参
集
い
た
だ
い
た
多
数
の
会
員
、

友
好
団
体
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
北
海
道
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
多
様
か
つ
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

北
の
「
大
地
」
と
の
ふ
れ
合
い
を
求
め

て
実
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豊
富
な
森
林
資
源
を
背
景
に
木
材
の
生

産
加
工
が
行
わ
れ
全
国
の
木
材
業
界
に

大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
地
域
で

新
た
な
木
材
利
用
へ
の
挑
戦
で
木
材
産
業
の
創
造
的
再
興

札
幌
市
に
全
国
か
ら
参
集
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宅
減
税
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
措
置
ほ

か
木
材
利
用
、
木
造
住
宅
の
各
種
対
策

な
ど
の
政
策
効
果
に
よ
り
、
住
宅
等
木

造
建
築
物
の
着
工
や
木
材
需
要
の
回
復

が
進
む
こ
と
を
祈
る
よ
う
な
思
い
で
期

待
し
て
い
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
明

る
い
兆
し
を
見
い
だ
し
難
く
、
地
域
経

済
の
一
翼
を
担
う
木
材
業
界
の
事
業
活

動
は
一
層
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
先
般
、
国
は
三
段
構
え

の
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
て
第
一
ス
テ

ッ
プ
で
九
千
二
百
億
円
の
緊
急
的
対
応

を
措
置
し
ま
し
た
が
、
こ
の
対
策
の
早

期
実
行
に
加
え
更
な
る
景
気
・
経
済
対

策
が
切
れ
目
な
く
実
現
で
き
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
昨
年
十
二
月
に
十

年
後
の
木
材
自
給
率
五
十
％
を
目
標
と

し
て
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
施
策
を
鋭
意
検
討
し

て
制
度
創
設
・
改
正
や
予
算
要
求
な
ど

へ
の
反
映
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
第

一
弾
と
し
て
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け

る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
こ
の
十
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
制
度
は
我
々
木
材
業
界
が

永
年
の
間
切
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
林
業
・
木
材
業
界
の
振
興
に
と
っ
て

大
変
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
具
体
的
施

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
中
間
報
告

が
行
わ
れ
森
林
管
理
、
木
材
の
生
産
・

加
工
・
利
用
な
ど
様
々
な
施
策
の
展
開

方
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
「
新
成
長
戦
略
」
に
お
い
て
は
「
森

林
・
林
業
」
が
成
長
分
野
と
し
て
位
置

づ
け
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

木
材
の
供
給
、
利
用
を
担
う
木
材
業
界

と
し
て
は
、
こ
れ
ら
施
策
の
展
開
方
向

を
踏
ま
え
て
会
員
挙
げ
て
最
善
の
努
力

を
い
た
す
決
意
で
あ
り
ま
す
が
、
国
、

地
方
公
共
団
体
の
効
果
的
な
施
策
に
つ

い
て
一
層
の
充
実
強
化
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
大
会
は
「
新
た
な
木

材
利
用
へ
の
挑
戦
で
木
材
産
業
の
創
造

的
再
興
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
今
、
我
々
業
界
に
と
っ

て
最
重
要
の
取
組
課
題
は
木
材
需
要
の

回
復
・
拡
大
で
す
。
木
材
及
び
木
材
産

業
は
低
炭
素
化
社
会
の
実
現
や
地
域
経

済
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で

あ
り
、
我
々
業
界
が
維
持
発
展
し
そ
れ

ら
の
役
割
使
命
を
十
全
に
果
た
し
て
い

く
た
め
に
も
、「
木
材
」「
木
質
資
源
」
を

住
生
活
空
間
は
も
と
よ
り
公
共
施
設
・

工
事
、
商
工
業
施
設
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
日
常
生
活
用
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
、
用
途
へ
の
需
要
拡
大
・
掘

起
し
に
対
し
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く

こ
と
が
緊
要
で
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
関

係
機
関
、
建
築
関
係
者
、
需
要
・
消
費

者
と
の
一
層
の
有
機
的
連
携
・
協
働
を

進
め
る
と
と
も
に
、
引
続
き
木
材
利
用

・
木
材
産
業
の
役
割
・
意
義
に
つ
い
て

広
く
理
解
促
進
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
同
時
に
、
木

材
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

木
材
供
給
体
制
、
す
な
わ
ち
低
コ
ス
ト

で
安
全
・
安
心
の
木
材
製
品
を
安
定
的

に
供
給
で
き
る
体
制
を
各
地
域
で
整
え

て
い
く
こ
と
、
特
に
品
質
・
性
能
の
明

確
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
、
乾
燥
材
の
安
定
供

給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ

ら
に
き
ち
ん
と
取
組
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
質
資

源
を
活
か
し
た
「
排
出
量
取
引
」
や
木

材
の
環
境
貢
献
度
を
明
ら
か
に
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
・
プ
リ
ン
ト
制
度
」

な
ど
へ
の
参
画
や
合
法
木
材
の
普
及
・

供
給
促
進
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
的

確
に
対
処
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
木

材
の
需
要
拡
大
、
木
材
産
業
の
再
興
の

展
望
が
切
り
拓
か
れ
る
も
の
と
確
信
い

た
す
次
第
で
あ
り
、
全
木
連
と
い
た
し

ま
し
て
も
皆
様
方
と
力
を
合
わ
せ
て
多

く
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み

に
全
力
を
尽
く
し
て
参
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

　
木
材
業
界
は
、
現
下
の
厳
し
い
状
況

か
ら
抜
け
出
る
の
に
大
変
苦
戦
し
て
い

ま
す
が
、
業
界
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を

重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
列
席
の
関
係
行
政
機
関
、
関
係
団
体

の
皆
様
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
ご
指
導
、
ご
支
援
の
程
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
日
、
栄
え
あ
る
表
彰
を

受
賞
さ
れ
る
皆
様
に
対
し
、
長
年
の
ご

精
進
と
ご
労
苦
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
心
か
ら
の
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
の
開
催
に
当
た
り
ご
支

援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
北
海
道
木
材

産
業
協
同
組
合
連
合
会
ほ
か
関
係
者
の

皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
私
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
協
和
木
材
（
福
島
県
）
が

　
　
　
　
　
　
　
天
皇
杯
受
賞

　
平
成
二
十
二
年
度
の
第
四
十
九
回
農

林
水
産
祭
林
産
部
門
で
、
福
島
県
東
白

川
郡
塙
町
の
協
和
木
材
株
式
会
社
（
代

表
・
佐
川
広
興
）
が
天
皇
杯
を
受
賞
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
社
が
、
全
木
連
等
が
主

催
し
た
平
成
二
十
一
年
度
の
第
三
十
七

回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
に

お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、

　
　
　
　
　
栄
え
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　
第
　　
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

４５

林
野
庁
長
官
感
謝
状

北
　海
　道
　
　
　
秋
　
元
　
紀
　
幸

秋
　　　
田
　
　
　
高
　
橋
　
　
　
寛

栃
　　　
木
　
　
　
東
　
泉
　
清
　
寿

群
　　　
馬
　
　
　
一
　
場
　
章
　
良

富
　　　
山
　
　
　
尾
　
山
　
武
　
久

愛
　　　
知
　
　
　
石
　
原
　
康
　
弘

奈
　　　
良
　
　
　
下
　
西
　
昭
　
昌

島
　　　
根
　
　
　
絲
　
原
　
徳
　
康

広
　　　
島
　
　
　
堀
　
川
　
保
　
幸

愛
　　　
媛
　
　
　
井
　
上
　
誠
一
郎

高
　　　
知
　
　
　
伊
　
藤
　
訓
　
新

佐
　　　
賀
　
　
　
古
　
賀
　
富
　
夫

宮
　　　
崎
　
　
　
五
十
嵐
　
可
　
久

鹿
　児
　島
　
　
　
水
　
流
　
道
　
大

全
木
連
会
長
表
彰
状

北
　海
　道
　
細
畑
利
治
　
　
坂
亮
二
　

　
　
　
　
　
大
澤
友
厚
　
野
村
幸
生

岩
　　　
手
　
鈴
木
　
明

宮
　　　
城
　
高
橋
誠
一
郎

秋
　　　
田
　
網
　
幸
太
　
黒
澤
　
昇

茨
　　　
城
　
益
子
壮
一

栃
　　　
木
　
大
岡
周
久

群
　　　
馬
　
山
口
忠
義
　
渡
邊
　
米

埼
　　　
玉
　
和
田
　
充

前
大
会
以
降
退
任
団
体
長
表
彰

木
材
産
業
功
労
者
表
彰

そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

　
表
彰
は
十
一
月
二
十
三
日
に
明
治
神

宮
会
館
の
式
典
で
関
係
者
多
数
出
席
の

中
で
執
り
行
わ
れ
る
。

　
受
賞
理
由
の
中
で
、
地
域
材
の
安
定

供
給
、
高
度
な
製
材
技
術
、
需
要
者
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
が
受
賞
者
の
特
色
と
さ

れ
て
い
る
。

全
木
連
会
長
感
謝
状

石
　
　　川
　
　
　
　
　
永
　
善
　
一

沖
　
　　縄
　
　
　
久
　
高
　
　
　
晃

全
　買
　連
　
　
　
橋
　
本
　
博
　
明

素
　生
　協
　
　
　
　
　
篠
　
和
　
憲

バ
ー
ク
堆
肥
　
　
　
鈴
　
木
　
正
　
年

全
木
協
連
会
長
感
謝
状

東
京
（
木
場
製
材
）
　村
　
井
　
龍
　
一

愛
　
　　知
　
　
　
上
　
地
　
宏
　
保
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千
　　　
葉
　
石
井
隆
夫
　
尾
出
�
夫

東
　　　
京
　
菅
野
恒
雄
　
竹
内
晋
輝

　
　
　
　
　
飯
島
晨
邑
　
浅
川
潤
一

　
　
　
　
　
矢
崎
　
実
　
大
堀
雅
之

　
　
　
　
　
榎
戸
正
人

富
　　　
山
　
海
老
紘
義

福
　　　
井
　
鈴
木
庄
之
助

長
　　　
野
　
白
鳥
和
夫
　
竹
内
浩
視

岐
　　　
阜
　
東
方
喜
之
　
草
野
義
正

静
　　　
岡
　
町
　
俊
一
　
芹
澤
孝
壽

　
　
　
　
　
小
栗
秀
基

愛
　　　
知
　
伊
藤
省
三
　
伊
藤
充
良

　
　
　
　
　
木
地
孝
嘉
　
岩
川
文
次

三
　　　
重
　
樋
口
勝
幸
　
小
牧
基
則

滋
　　　
賀
　
伊
藤
　
誠

大
　　　
坂
　
上
田
正
紀
　
大
和
秀
樹

和
　歌
　山
　
榎
本
嘉
英

岡
　　　
山
　
阿
部
裕
幸
　
宮
田
修
治

広
　　　
島
　
檜
山
敦
雄
　
山
根
英
昭

　
　
　
　
　
田
頭
　
團

山
　　　
口
　
大
林
正
二

徳
　　　
島
　
比
松
秀
勝

香
　　　
川
　
堀
口
　
勝

愛
　　　
媛
　
鶴
居
秀
夫
　
森
　
敬
介

高
　　　
知
　
山
村
一
正

福
　　　
岡
　
内
田
恵
三

長
　　　
崎
　
森
永
隼
人

宮
　　　
崎
　
小
田
光
信

全
　市
　連
　
林
　
雅
文
　
増
江
　
潔

　
　
　
　
　
石
谷
樹
人

フ
ロ
ー
リ
ン
グ

　
堀
内
愼
一
郎

バ
ー
ク
堆
肥
　
渡
辺
誠
二

静
　　　
岡
　
片
瀬
和
彦

愛
　　　
知
　
和
田
育
夫
　
佐
々
木
角
己

三
　　　
重
　
米
澤
幸
博

島
　　　
根
　
二
見
鎌
次
郎

岡
　　　
山
　
山
下
正
憲
　
田
渕
多
啓

広
　　　
島
　
下
垣
内
久
雄
　
寺
岡
幸
男

徳
　　　
島
　
湊
　
俊
司

愛
　　　
媛
　
程
内
孝
雄

高
　　　
知
　
伊
藤
光
春

福
　　　
岡
　
郡
　
隆
夫

長
　　　
崎
　
高
木
　
榮

熊
　　　
本
　
隅
田
　
洋

　
F
orest　for　P

eople

　
国
連
は
二
〇
〇
六
年
暮
れ
の
国
連
総

会
に
お
け
る
議
決
に
よ
り
、
二
〇
一
一

年
を
「
国
際
森
林
年
」
と
し
て
森
林
に

関
す
る
世
界
の
市
民
の
理
解
と
参
加
を

目
的
と
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
国
連
と
し
て
想
定
し
て
い
る
取
組
み

は
、
植
樹
、
森
林
祭
、
国
際
会
議
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
写
真
等
の
展
示
や
出
版
、

森
林
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
既
に
本
年
の

七
月
に
は
そ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
さ

れ
、
世
界
中
で
様
々
な
活
動
が
企
画
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
趣
旨
は
、

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
人
々
の
た
め

の
森
林
）」
と
い
う
テ
ー
マ
を
伝
え
る
も

の
で
、
世
界
の
森
林
の
持
続
可
能
な
経

営
、
保
全
な
ど
を
進
め
て
い
く
上
で
の

人
間
が
果
た
す
役
割
を
称
え
る
と
い
う

も
の
で
す
。
表
わ
さ
れ
て
い
る
内
容
は

人
々
の
居
住
環
境
や
食
料
・
水
な
ど
の

供
給
、
生
物
多
様
性
保
全
、
気
候
変
動

緩
和
と
い
っ
た
森
林
の
多
面
的
機
能
が

人
類
の
生
存
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
る
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
わ
が
国
と
し
て
も
こ
の
機
会
に
森
林

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
森

林
を
持
続
的
に
保
全
・
利
用
し
て
い
く

こ
と
を
進
め
る
契
機
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
わ
が
国
は
世
界
の
中
で
も
有
数
の
森

林
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
で
す
。
奈
良
時

代
か
ら
森
林
を
持
続
的
に
使
う
林
業
が

存
在
し
、
自
然
と
の
共
生
関
係
を
維
持

し
て
き
ま
し
た
。
時
に
過
剰
な
伐
採
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
戦
後
、

一
貫
し
て
国
土
緑
化
を
進
め
て
き
た
こ
と

に
よ
り
豊
か
な
森
林
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
森
林
と
人
間
と
の
共
生
関

係
は
更
に
進
化
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
生
物
多
様
性
に
富
み
豊
か

な
自
然
環
境
を
提
供
す
る
森
林
を
保
全

す
る
こ
と
、
育
っ
た
森
林
を
木
材
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
効
率
的
・
持
続

的
に
活
用
す
る
こ
と
、
人
々
の
心
や
身

体
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
機
能
を
多
く
の

人
々
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
、
貴
重

な
淡
水
を
産
み
出
す
水
源
か
ん
養
機
能
、

災
害
か
ら
国
土
を
守
る
国
土
保
全
機
能

な
ど
を
十
全
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
進
め
る
た

め
に
は
更
な
る
努
力
と
国
民
の
多
く
の

理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
更
に
、
世
界
の
国
々
で
は
大
規
模
な

森
林
破
壊
が
続
い
て
い
る
現
状
が
あ
る

協
同
組
合
事
業
功
績
者
及
び
優
良
組
合
表
彰

林
野
庁
長
官
感
謝
状

北
　海
　道
　
　
　
鈴
　
木
　
不
二
男

秋
　　　
田
　
　
　
協
同
組
合
秋
田
県
北

　
　
　
　
　
　
　
木
材
セ
ン
タ
ー

東
京（
問
屋
）
　
　　
向
　
殿
　
誠
　
二

東
京（
問
屋
）
　
　　
亀
　
井
　
吉
　
隆

東
京（
材
商
）
　
　　
今
　
村
　
充
　
男

東
京（
原
木
）
　
　　
西
　
　
　
和
　
彦

岐
　　　
阜
　
　
　
加
　
地
　
宣
　
一

滋
　　　
賀
　
　
　
熊
　
川
　
正
　
子

熊
　　　
本
　
　
　
合
　
志
　
洋
　
一

鹿
　児
　島
　
　
　
岩
　
下
　
清
　
文

全
木
協
連
会
長
表
彰
状

北
　海
　道
　
渡
辺
真
一

岩
　　　
手
　
石
川
勝
也
　
澤
田
　
令

秋
　　　
田
　
協
同
組
合
秋
田
ス
ギ
乾
燥

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

山
　　　
形
　
沓
沢
美
恵
子

茨
　　　
城
　
大
山
正
雄

栃
　　　
木
　
金
子
利
雄
　
八
木
澤
享
一

群
　　　
馬
　
小
林
喜
八
郎

埼
　　　
玉
　
小
林
忠
作

東
京（
問
屋
）
　
岩
瀬
俊
寛

東
京（
材
商
）
　
新
井
良
弘

東
京（
新
東
京
）
　白
石
　
厚
　
近
藤
藤
嗣

東
京（
木
場
製
材
）
　堀
貫
　
功

東
京（
原
木
）
　
川
邊
順
子

富
　　　
山
　
黒
田
　
貢

福
　　　
井
　
岡
本
伸
三

長
　　　
野
　
清
水
忠
良
　
坂
井
平
治

「
２
０
１
１
年
は
国
際
森
林
年
で
す
」

林
野
庁
か
ら
の
お
し
ら
せ
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の
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中
、
わ
が
国
と
し
て
森
林
減
少
の
防
止

や
持
続
的
な
森
林
経
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
対
し
て
協
力
を
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
国
内
外
で
多
く
の
人
々

が
様
々
な
活
動
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
支
援
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
多
く
の
国
民
の
理
解
と
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
政
府
と
し
て
は
、
国
際
森
林
年
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
推
進
の
た
め
の
実
行

委
員
会
的
な
組
織
を
作
り
、
全
国
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
と
も
連
携
し
つ
つ
効
果
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
検
討
は
こ
れ
か
ら
進
む
こ

と
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
や
学

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
が
国
際
森
林
年
に

つ
い
て
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
取
組
み
や
国
際
交
流
、
森
林
を
守
る

活
動
を
し
て
い
る
人
々
や
森
林
を
持
続

的
に
活
用
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

る
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
々
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
広
く
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
す

る
よ
う
な
取
組
み
、
更
に
は
森
林
・
木

材
の
こ
と
を
広
く
都
会
の
人
々
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
取
組
み
な
ど
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
こ
と
を
多
く
の
国
民
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
広

報
活
動
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
森
林
の
重
要
性
を
Ｐ

Ｒ
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い

る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
来
年
は

そ
の
意
義
に
つ
い
て
産
官
学
様
々
な
立

場
か
ら
効
果
的
に
広
報
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
き
れ
い
な
森
林

の
写
真
や
森
林
に
関
連
す
る
芸
術
活
動

な
ど
も
理
解
を
進
め
る
大
き
な
ツ
ー
ル

と
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
は
何
も
国
際
森
林
年
だ
か
ら
急
に
す

る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
ま
で

の
様
々
な
取
組
み
を
支
援
し
て
い
く
と

い
う
形
で
も
効
果
が
上
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方

の
中
で
、
国
際
森
林
年
に
関
し
て
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
協
力
で
き
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

22年9月分集計表
モニター数109　　回答数58　　回収率53％

モニター数116　　回答数75　　回収率65％

増加31％（18）
増加29％（17）
上昇　7％（　4）
上昇　9％（　5）

増加36％（21）
増加33％（19）
上昇　7％（　4）
上昇10％（　6）

強　含　み
　8％（　4）
13％（　6）
　8％（　4）
26％（14）
18％（　8）

増　　加
20％（11）

減少12％（　7）
減少14％（　8）
下降　5％（　3）
下降　0％（　0）

減少　7％（　4）
減少14％（　8）
下降　3％（　2）
下降　3％（　2）

弱　含　み
10％（　5）
　4％（　2）
　6％（　2）
　8％（　4）
13％（　6）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
82％（41）
83％（38）
86％（42）
66％（35）
69％（31）

変わらず
80％（43）

変わらず57％（33）
変わらず57％（33）
変わらず88％（51）
変わらず91％（53）

変わらず57％（33）
変わらず53％（31）
変わらず90％（52）
変わらず87％（50）

変わらず38％（29）
変わらず45％（34）
変わらず87％（65）
変わらず60％（45）

変わらず59％（44）
変わらず55％（41）
変わらず88％（66）
変わらず71％（53）

保ち合い
65％（18）
79％（18）
71％（17）
65％（40）

1ヵ月
37％（　4）

増加51％（38）
増加40％（30）
上昇12％（　9）
上昇33％（25）

増加29％（22）
増加32％（24）
上昇　7％（　5）
上昇20％（15）

強　含　み
14％（　4）
17％（　4）
17％（　4）

1ヵ月以内
45％（　5）

減少11％（　8）
減少15％（11）
下降　1％（　1）
下降　7％（　5）

減少12％（　9）
減少13％（10）
下降　5％（　4）
下降　9％（　7）

弱　含　み
21％（　6）
　4％（　1）
12％（　3）
　8％（　5）

1ヵ月以上
18％（　2）

27％（17）


